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１． はじめに 
近年、インターネットを用いた情報収集が注目されている。

利用者は、Ｗｅｂ上のリンクで繋がれた情報同士をＷｅｂブラウ

ザと呼ばれるツールで閲覧することができ、欲しい情報を閲覧

するには、情報を示す場所（ＵＲＬ）を直接指定する以外に、

検索エンジンを使うことによってＷｅｂの中から目当ての情報を

探し出す。利用者が検索エンジンにキーワードを入力すると、

検索エンジンがキーワードに適合する複数のＷｅｂコンテンツ

へのリンクを提示し、利用者はそのリンクを辿って情報検索を

行う。リンクを辿った結果で得られた情報は読み捨てるのでは

なく、ＵＲＬを保存しておくことにより、再度検索することなく閲

覧することができる。一般的なＷｅｂブラウザにはＵＲＬを保存・

再利用するためのツールとして、ブックマーク機能が付属して

いるが、時間がたち保存した情報を忘れてしまうなどで情報の

再利用効率が低かった。そこで、ブックマークを視覚化・分類

することにより再利用率の向上を図ったＰＡＮ－ＷＷＷ[１]やＦＬ

ＡＳＨ[２]というシステムが提案されている。しかし、ブックマーク

などＵＲＬの再利用を行うだけでは、日々増加するインターネ

ット上の情報を反映した情報収集が行えないため、検索エン

ジンを使用する必要がある。現在のＷｅｂブラウザでは、忘れ

てしまったブックマーク内の情報を検索エンジンで再度調べな

おす場合に、有効な情報収集が行えなかった。 
本研究では、検索エンジンにブックマークを関連付けるシス

テムを検討する。ブックマークへと登録された情報を、検索エ

ンジンによる情報収集の途中で提示する事により、過去の履

歴を考慮した新たな情報収集ができ、ブックマークの再利用

率を向上させるシステムを検討し、評価を行った。 

2 ．検索エンジンとブックマーク機能 
インターネットの普及に伴い、様々な種類の情報が膨大に

存在するＷｅｂが注目されている。しかし、日々増加する情報

の中から利用者にとって必要な情報を探し出すのは困難なこ

とである。検索エンジンは、利用者の入力したキーワードに適

合するＷｅｂコンテンツへのリンクを複数提示してくれるので、

Ｗｅｂ上の情報をある程度限定して情報の検索が可能となる。

検索エンジンの結果得られた情報からリンクを辿り、図１のよう

に利用者は目的の情報を手に入れる。 
従来の紙媒体による情報伝達と違い、Ｗｅｂを用いた情報収

集では、一度閲覧した情報が必要となるたびに検索していた

のでは時間と手間が掛かってしまう。Ｗｅｂコンテンツが存在す

る場所（ＵＲＬ）を保存することによって、再度そのＵＲＬを要求 
して情報を閲覧することが出来る。 
 

 

 

以下に、ＵＲＬを再利用するためのツールを挙げる。 
・ 階層型ＵＲＬ管理ツール（ブックマーク） 

Ｗｅｂブラウザで得られた有用な情報が掲載されている

サイトのＵＲＬとコメント（Ｗｅｂコンテンツのタイトルなど）

を、階層的に分類して保存する機能。 
・ 履歴管理ツール 

Ｗｅｂブラウザで閲覧したコンテンツのＵＲＬを自動的に

保存する機能。ブックマークをするほど重要ではなかっ

たコンテンツのＵＲＬや、収集時には必要でなかった情

報を後ほど再利用するために保存する。 
・ ユーザ思考を考慮したブックマーク（ＦＬＡＳＨ） 

情報検索の過程で得られた経験からコンテンツに対す

るキーワードを考えて、視覚化したＵＲＬをキーワードの

関連性によって平面上へと配置するシステムである。Ｕ

ＲＬ同士の距離により分類が行われるため、利用者は

関連の深い情報を連続的に閲覧することが可能となる。 
 
これらのＵＲＬを再利用するためのツールでは、既に一度獲

得した情報を再利用する機能を持っているが、新たな情報を

獲得する機能を備えてはいないために、検索エンジンを使用

する事となる。しかし、検索エンジンによる検索結果とブックマ

ークとの関連付けが成されていないため、ブックマークの再利

用率が低下していた。なぜならば、利用者がブックマークに登

録してある情報を完全に把握しているわけではないので、ブッ

クマークに登録されているにも関わらず発見できない情報は、

検索エンジンを使用する事となり、再度Ｗｅｂから情報検索を

行わなければならないためである。一度検索した情報を、もう

一度探し出す必要がある場合の支援が従来のＵＲＬ再利用ツ

ールでは成されていない。 

3．検索エンジンとブックマークの統合 

本システムでは、利用者が検索エンジンからリンクを辿りブ

ックマークへ登録したＵＲＬまでのリンク移動履歴を保存し、情

図１． 情報収集方法 
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報収集時に提示することにより、過去の履歴を考慮した情報

検索を促し、ブックマークの再利用率を向上させる。 

３－１ ブックマークとリンク移動履歴の保存方法 
利用者は情報収集を行うために、検索サイトへ移動してキ

ーワードを入力し、キーワードに適合したＵＲＬ群からリンクを

辿って目的の情報を見つけると、ＵＲＬをブックマークに登録

する。本システムでは図２のように、利用者がリンク移動を行う

たびに履歴をカード形式で視覚化し、リンク方向を矢印で表

現する。リンク方向は「戻る」ボタンなどで分岐することは無い。

ブックマークに登録するボタンを押した時点で、そのＵＲＬに辿

り着くまでの情報収集過程を図２の形式でＤＢへと保存する。

検索エンジンに入力したキーワードは、ブックマークに登録し

たＷｅｂコンテンツの特徴付けを行うことが可能である。情報収

集では、利用者は必要な情報に関連する単語を考えて検索

エンジンにキーワードとして入力し、検索キーワードに適合し

たＷｅｂコンテンツ群を提供し、利用者にとって必要な情報は、

検索キーワードと関連性が深いと考えられるため、検索キーワ

ードはブックマークに登録したＷｅｂコンテンツの特徴を示すこ

ととなる。キーワードはブックマーク登録時に利用者による編

集を可能とする。 

３－２ ブックマークとリンク移動履歴の提示方法 

検索エンジンの検索結果として表示されるリンクに対して、

ＤＢから関係のあるブックマークを利用者に複数提示する。過

去の情報収集で閲覧した事のあるＵＲＬと同じリンクが検索結

果として提示された場合に、ＤＢ内の情報を提示することによ 

ってブックマークを活用した情報収集が可能である。利用者は

検索結果のリンクを選択すると、本システムではそのリンク先の

ＵＲＬと同一のＵＲＬがＤＢ内のリンク移動履歴に存在するかを

調べる。同一のＵＲＬがＤＢ内に存在した場合は、検索エンジ

ンからブックマークしたＵＲＬまでのリンク移動履歴を図３のよう

に視覚化して表示する。利用者はリンク移動履歴とコメント・検

索キーワードを参考にしてカードをクリックすると、カードに対

応したＵＲＬを閲覧できる。 

4 ．実装 
既存のＷｅｂブラウザを使用して情報収集を行い、過去の情

報収集で辿ったＵＲＬの移動履歴や検索キーワードはプロキ

シを通して得る。プロキシは、Ｗｅｂブラウザが要求したＵＲＬを

一度サーバの代わりに受け取り、履歴として保存し、Ｗｅｂブラ

ウザの代わりに通信を行う。利用者には本システム独自のブッ

クマークが提供され、ブックマークに登録する際に、プロキシ

が獲得した履歴も同時にＤＢへ保存する。 
プロキシはサーバに要求を出した後、ＨＴＭＬなどで記述さ

れた返答を受け取ると、そのデータにＪａｖａＡｐｐｌｅｔを挿入して、

Ｗｅｂブラウザにデータを戻す。利用者は、ＨＴＭＬ内に埋め込

まれたＪａｖａＡｐｐｌｅｔを通して、ＤＢ内の情報を獲得し表示する

ことにより、ブックマークを利用することが出来る。 

5 ．評価 
被験者にテーマに沿った情報収集を行わせ、従来のブック

マーク機能と本システムに収集の結果得られたＵＲＬを登録し

てもらう。登録したＵＲＬ以外にも様々なＵＲＬを登録しておき、

一般的なブックマークと同じ状況を作り、そのブックマークを他

の被験者に使用させてブックマーク内の情報をすべて把握出

来ていない状況と仮定する。最初の被験者が登録したＵＲＬを

探し出させることにより、有効なＵＲＬの再利用が行えるかを評

価する。ブックマークに登録された情報を順番に選択していき、

全ＵＲＬを探すのでは再利用率が向上しているとは言い難い。

ブックマーク内から見つけ出すのが困難なＵＲＬは、検索エン

ジンを使い再度検索しなおす事も出来る。利用者が的確な情

報を選び再利用できたかを、従来のブックマーク機能を使った

ＵＲＬ再利用と、本システムを使ったＵＲＬ再利用で比較した。 

6 ．おわりに 
ブックマーク内のＵＲＬを忘れてしまい再度検索しなおす場

合に、検索結果で提示されたリンクに関係のあるブックマーク

を利用者に複数提示し、再利用できるシステムを提案した。ブ

ックマークと検索エンジンを単独で使った場合に比べて本シス

テムでは、ブックマーク内の情報を把握できていない状況での、

ブックマークの再利用率を向上することが出来た。さらに、情

報収集の過程でブックマークに登録された情報が把握できる

ため、ＵＲＬの二重登録防止や、情報収集の状況判断が可能

となり効率のよい情報収集が可能となった。 
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図２． 情報収集過程の履歴保存 

図３． ブックマーク情報の提示 
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